
特集

特集

続・地域医療を守る

４
つ
の
課
題
解
消
へ

　

こ
れ
ま
で
庄
原
赤
十
字
病
院
は
４
つ

の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
一
つ
は
、
以

前
の
病
院
は
増
改
築
を
重
ね
て
き
た
た

め
、
診
療
科
が
分
散
し
て
分
か
り
づ
ら

く
、
利
用
者
に
と
っ
て
不
便
な
構
造
に

な
っ
て
い
た
こ
と
。
二
つ
は
、
昭
和
40

～
50
年
代
に
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
新

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
安
全

面
が
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

三
つ
は
地
域
中
核
病
院
と
し
て
求
め
ら

れ
る
救
急
・
高
度
医
療
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る

た
め
の
診
療
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。

増
改
築
に
対
し
市
が
支
援

　

庄
原
赤
十
字
病
院
は
そ
の
課
題
の
多

く
に
対
応
で
き
る
増
改
築
を
決
定
し
、

工
事
に
着
手
。
市
は
、
地
域
医
療
を
守

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
実
現
の

た
め
に
、
こ
の
増
改
築
に
対
し
て
財
政

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

庄
原
赤
十
字
病
院
は
、
入
院
治
療
を

必
要
と
す
る
重
症
救
急
患
者
を
受
け
入

れ
る
「
二
次
救
急
指
定
病
院
」
で
あ
り
、

災
害
時
に
発
生
す
る
患
者
に
対
応
す
る

「
災
害
拠
点
指
定
病
院
」
に
位
置
付
け

ら
れ
、
救
急
医
療
・
高
度
医
療
に
対
応

で
き
る
総
合
病
院
。
増
改
築
工
事
の
完

了
で
、
本
市
の
地
域
医
療
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
が
よ
り
一
層
期
待
さ
れ
る
。

※
庄
原
赤
十
字
病
院

　

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
が
設
置
す
る

病
院
。
庄
原
市
と
三
次
市
で
構
成
さ
れ
る
備

北
二
次
保
健
医
療
圏
の
中
核
病
院
の
一
つ
で

あ
り
、
広
島
県
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

※
広
島
県
災
害
拠
点
病
院

　

県
内
や
近
県
で
災
害
が
発
生
し
、
通
常
の

医
療
体
制
で
は
被
災
者
に
対
す
る
適
切
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

た
場
合
に
、
広
島
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
傷

病
者
の
受
け
入
れ
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
な

ど
を
担
う
病
院
。

利便性が向上した
正面玄関・駐車場

以前から 105 区画増の 375 台が止めら
れる駐車場となり、バスの乗り入れがで
きるロータリーを設置。玄関は開放的に
なり、吹き抜けのエントランスには床暖
房が整備されている。災害拠点指定病院
として被災した傷病者をいつでも受け入
れられるよう病床機能も備えられている。

広くゆったりとした
診療室・通路

どのフロアも幅広い通路とゆったりとし
たスペースが確保され、待合室・診療室
も広く快適に受診できる。診療室は全て
個室になり、待合室や外に声が漏れにく
く、プライバシーにも配慮されている。

続・地域医療を守る
～地域医療の拠点　庄原赤十字病院増改築が完了～

　平成 23 年２月から進められていた庄原赤十字病院の増改築がこのたび完了
しました。地域医療の拠点施設として、今後の役割に大きな期待が寄せられま
す。本市の地域医療の中核を担う庄原赤十字病院の新たなスタートとともに、
改めて地域医療について考えます。

　着工から丸３年の歳月を経て、生まれ変わった庄原赤
十字病院。新耐震基準を満たした構造になり、古い建物
では確保できなかった待ち合いスペースや診療スペース
を確保。最新の医療機器、手術室が備えられ、高度医療
への対応、救急機能の充実が図られている。

最新の医療設備と心休まる
空間を備えた新病院

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 2 3｜２０１４．２月号｜広報しょうばら
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小児科は赤ちゃんから中学生
までを担当しています。医師
は２人のため、救急では他科
の医師に協力いただきなが
ら、365 日小児科医が患児を
診ることのできる体制として
います。予防接種、乳児健診
も行っています。

あらゆる内科疾患を総合内科
医として診療にあたっていま
す。特に、消化器疾患では肝
臓・胆膵・消化管の専門医が、
内視鏡、カテーテル、経皮的
治療といった手術を伴わな
い、体に負担の少ない治療法
を積極的に行っています。

　外科などの手術
は、麻酔科医がい
なければできませ
ん。麻酔は手術中

に患者さんの安全を守るということが
最大の目的であり、我々の主たる仕事
です。また、疼痛緩和を伴うペインク
リニック、救急搬送された患者さんや
手術後の集中治療管理も行っていま
す。当院では常勤の麻酔科医が３人、
毎週１回島根大学から、月２回岡山大
学から応援があるので、以前はできな
かった手術が可能になり、患者さんが
どんな容態でも対応できる状況です。
市民の方の期待に応えられるよう頑
張っていきます。

　消化器が専門で
すが、消化器以外
にも肺がん、乳が

ん、甲状腺、足の静脈瘤も手術してい
ます。常勤の外科医は３人。現在は岡
山大学の全面的なバックアップがあ
り、特に難しい食道がん、腹腔鏡によ
る胃がん・大腸がん手術、膵臓がん、
肝臓がんなど困難な手術症例は、岡山
大学関連の高名な医師に執刀をお願い
し、体の断層写真や内視鏡写真を事前
に大学病院に送り、執刀医と話をしな
がらベストの手術を選択します。患者
さんとはしっかりとコミュニケーショ
ンをとり、患者さんにとって治療を受
けやすい場所での手術を勧めていま
す。県内でも最も合併症の少ない病院
の一つですので、安心して受診してく
ださい。

　ここでは理学療法士、作業療法士、言語
聴覚士の３つの職種で患者の皆さんの回復
をお手伝いしています。一日でも早く自宅
に帰ってもらえるよう支援することはもち
ろん、退院後も安心して生活に戻れるよう、
家族の方はもとより、地域の方やケアマ
ネージャー、ホームヘルパーの方などと連
携し、かかわれる方みんなでサポートしま
す。病院内でも医療専門職だけでなく、ソー
シャルワーカーなど多くの職種がかかわっ
ています。
　合同カンファレンスなどでしっかりと情
報共有し、本人と家族の要望にできるだけ
応える形でサポートを行っています。

　多くは骨折をは
じめとする四肢の
外傷、関節疾患を

診ています。年齢層は幅広いですが、
やはり高齢者の方が多いですね。高齢
になってくると転倒が増え、骨粗しょ
う症も関係し、転ぶと骨折につながり
ます。また、変形性膝関節症の患者
さんも多く、膝が痛くて歩行がつらく
なった患者さんには、人工膝関節置換
の手術が有効です。手術室・設備が新
しくなり、格段に手術しやすくなりま
した。現在整形外科医は４人体制で、
うち３人が整形外科専門医なので、通
常の疾患にはほとんど対応できます。
より高度の専門治療が必要な場合は専
門の医療機関を紹介しています。

　年を重ねると、
前立腺肥大症、頻
尿、膀胱炎、腎盂

炎、悪性腫瘍などの確率が高くり、こ
うした疾患に対して私たち泌尿器科医
が診療します。現在、一日平均 40 ～
50 人を２人で外来診療しています。
　高齢患者の約７割の方が頻尿を自覚
されていますが、実はそのほとんどが
機能障害です。長年働いてきた膀胱の
筋肉に障害が起き、尿が溜められなく
なってきます。有効な薬物治療があり
ますので、恥ずかしがらずに相談して
ください。

皮膚科医１人体制ですが、湿
疹、水虫、良性・悪性皮膚腫
瘍をはじめとした一般的な皮
膚疾患を全般に診察していま
す。地域住民の皆さんの皮膚
に関する症状を少しでも楽に
できるよう診療を行っていま
す。

脳神経外科とは、脳、脊髄、
末梢神経系およびその付属器
官（血管、骨、筋肉など）を
含めた神経系全般の疾患の中
で、主に外科的治療の対象と
なり得る疾患について、診断、
治療を行う医療の一分野で
す。

耳鼻咽喉科は、耳・鼻・のど
はもちろんのこと、めまいや
頸部疾患の診察も行っていま
す。庄原市には現在、耳鼻科
専門の医療機関はほとんどな
く、当院では子どもから大人
まで気軽に相談できる雰囲気
づくりに努めています。

人工透析とは腎不全に対する
対症療法です。当院では血液
透析と腹膜透析のいずれも
行っています。生涯にわたっ
て病院へ通院していただく必
要がありますが、通院が苦痛
にならないように努めていき
ます。

医師４人で狭心症・心筋梗塞
といった虚血性心疾患、心不
全、不整脈、高血圧、種々の
動脈硬化性疾患の診療にあた
ります。最新の血管内治療を
行い、24 時間体制で緊急疾
患に対応し、地域の循環器病
の第一次医療も担います。

主に白内障や緑内障、糖尿病
網膜症などの診療を行ってい
ます。緑内障は主に薬物治療
を行いますが、薬物治療で改
善されないケースは広島大学
病院や近隣の病院へ紹介して
います。白内障も手術が必要
であれば紹介しています。

　市内で唯一の救急・高度医療に対応できる庄原赤十
字病院。市民からその機能充実を望む強い声があった。
救急入口からＨＣＵ（集中管理病棟）、手術室までの
動線が確保され、さまざまな急病者に対応。新しく整
備された最新医療設備が、これまでできなかった手術・
治療を可能にしている。

救急・高度医療機能が充実

機
能
の
発
揮
に
は
対
応
で
き
る　
　

医
師
確
保
が
重
要

　

こ
れ
ま
で
３
室
あ
っ
た
手
術
室
は
４
室

に
増
え
、
室
内
に
は
高
度
な
手
術
が
可
能

な
最
新
機
器
を
導
入
。
大
手
術
を
行
う
の

に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
が
十
分
入
室
可
能
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
こ
れ
に
よ
り
高
度
な

手
術
が
で
き
る
医
師
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
都
市
部
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
治
療
が
庄
原
市
内
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

増
加
す
る
高
齢
者
に
対
応
す
る　
　

医
療
を
提
供

　

年
を
取
る
と
起
こ
り
や
す
く
な
る
症
状

や
疾
患
が
あ
る
。
高
齢
者
比
率
が
39
％
の

本
市
。
高
齢
者
の
多
い
庄
原
市
は
お
の
ず

と
そ
う
し
た
疾
患
に
か
か
る
人
が
増
え
て

き
て
い
る
。
庄
原
赤
十
字
病
院
で
は
、
高

齢
者
が
か
か
り
や
す
い
専
門
科
を
充
実

し
、
こ
の
地
域
に
沿
っ
た
優
し
い
診
療
、

患
者
と
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

患
者
に
合
わ
せ
回
復
を
サ
ポ
ー
ト　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

　

手
術
後
な
ど
体
を
自
由
に
動
か
せ
な
い

人
の
状
態
を
改
善
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
。
市
内
で
唯
一
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
３
職
種
が

揃
い
、
患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ

リ
を
サ
ポ
ー
ト
。
都
市
部
の
病
院
で
は
、

手
術
後
１
月
程
度
で
退
院
を
勧
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
こ
こ
は
患
者
の
状
態

に
配
慮
し
、
入
院
の
期
間
を
長
く
と
る
よ

う
努
め
て
い
る
。中
島
浩
一
郎
院
長
は「
市

内
に
は
リ
ハ
ビ
リ
で
き
る
施
設
は
ほ
か
に

な
い
。
特
に
高
齢
の
方
が
こ
こ
に
通
う
に

は
負
担
が
大
き
い
。
で
き
る
だ
け
回
復
し

て
か
ら
退
院
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
私
た

ち
の
願
い
」
と
力
を
込
め
る
。

●救急外来・救急車搬入数（単位：人）
年度 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24

救急外来 8,501 9,101 9,135 ※8,753

うち
救急車搬入 1,021 974 1,156 ※1,268

※救急外来１日平均 24 人
※救急搬送１日平均 3.5 人

①備北で初めての症例となった
腹臥位完全鏡視下食道がん手術
の様子。最新医療機器導入で高
度な手術が可能になった。②救
急入口は一般患者の入口と分け
たことで、救急車が続けて３台
到着しても対応が可能になっ
た。手術室までの動線も確保さ
れ、スムーズな受け入れ態勢で、
ざまざまな救急に対応できる。

以前はフロアが分離
されていて使い勝手
がよくなかったが、
ワンフロアになった
ため利用しやすくな
り、窓が広くとられ
開 放 的 な つ く り に
なった。患者からも

「明るくなり、外の景
色を見ながら気持ち
よくリハビリできる」
と好評。

① ②

リハビリテーション室

庄原赤十字病院の主な診療科

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 4 5｜２０１４．２月号｜広報しょうばら



特集

広島県いきいき地域づくり賞表彰式後、
湯﨑英彦県知事と。

続・地域医療を守る

●診療日　日曜日、祝日、年末年始（12 月 30 日～１月３日）
●診療時間　９時～ 17 時 ※受け付けは 16 時 45 分まで。
●診療科　内科 ※日によって医師が異なります。
※小学生以下の方は、庄原赤十字病院小児科で受診してください。
問い合わせ：休日診療センター☎ 0824-72-9900
　　　　　　（診療日以外は保健医療課☎ 0824-73-1155 へ）

　今、全国で地域医療の崩壊危機に直面している。そ
れは慢性的な医師不足にある。本市でも、医師の確保
は大きな課題であり、診療所の継承や医師の高齢化、
看護師の不足も継続的な課題となっている。この現状
を打破するため、医療関係者と市民とが協働して地域
医療を守るためのさまざまな活動を進めている。

拠点病院・地域医療を
支える協働の輪

市
全
域
の
総
合
的
地
域
医
療
の
確
保

を
目
指
す
「
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」

　

将
来
に
わ
た
り
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
医
療
の
確
保
と
、
庄
原
赤
十
字

病
院
と
診
療
所
の
連
携
の
強
化
、
医
療
体

制
の
整
備
を
目
的
に
、庄
原
赤
十
字
病
院
、

庄
原
市
医
師
会
、
市
の
３
者
で
「
庄
原
市

の
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」
を
平
成
21
年

に
発
足
。

　

医
師
や
看
護
師
の
確
保
、
二
次
救
急
医

療
に
お
け
る
勤
務
医
の
負
担
軽
減
、
庄
原

赤
十
字
病
院
の
施
設
と
機
能
の
充
実
な

ど
、
本
市
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
必

要
な
対
策
を
検
討
・
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

継
続
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

医
師
・
看
護
師
志
望
の
学
生
を
支
援

　

考
え
る
会
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
市

は
、
平
成
21
年
度
、
市
内
の
医
療
従
事
者

不
足
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
医
師

や
看
護
師
を
目
指
す
人
を
支
援
す
る
「
庄

原
市
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
制
度
」
を

創
設
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
人
は
４
年
間
で

70
人
に
上
る
。
平
成
23
年
４
月
に
は
看
護

師
と
し
て
２
人
が
庄
原
赤
十
字
病
院
に
就

職
。
以
降
22
人
が
庄
原
市
内
の
医
療
機
関

に
就
職
し
て
い
る
。

地
域
医
療
へ
の
市
民
意
識
の
高
ま
り

　

ま
た
、「
地
域
医
療
の
課
題
の
解
決
と

地
域
医
療
充
実
に
は
何
が
必
要
か
」
を
市

民
と
一
緒
に
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主

催
。
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
議
論
を
深
め

る
中
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
市
民
の
参

加
が
増
え
、
地
域
医
療
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
結
び
つ
い
て
き
て
い
る
。

小
児
科
医
を
守
り
た
い
と
願
う
母
親

た
ち
が
立
ち
上
げ
た
「
小
児
医
療
を

考
え
る
ひ
だ
ま
り
の
会
」

　

市
内
で
唯
一
小
児
科
が
あ
る
庄
原
赤
十

字
病
院
か
ら
小
児
科
医
が
い
な
く
な
る
と

い
う
不
安
を
抱
い
た
「
庄
原
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
広
場
」
に
集
う
母
親

た
ち
が
平
成
21
年
10
月
、「
庄
原
の
小
児

医
療
を
考
え
る
ひ
だ
ま
り
の
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。

　

24
時
間
３
６
５
日
の
診
療
体
制
の
中
、

入
院
す
る
子
ど
も
の
回
診
や
夜
間
・
休
日

の
救
急
対
応
な
ど
、
十
分
な
休
息
が
取
れ

な
い
環
境
で
働
く
小
児
科
医
の

負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
、
自
分

た
ち
の
で
き
る
行
動
を
実
践
。

病
気
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

上
手
な
受
診
の
仕
方
を
学
ぶ
学

習
会
を
開
い
た
り
、
小
児
科
医

と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
り

す
る
な
ど
、
精
力
的
な
活
動
を

続
け
て
い
る
。

地
域
医
療
を
守
る　
　
　
　
　
　
　

先
駆
的
な
取
り
組
み
に
評
価

　

小
児
科
医
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
の
効
果
が
少
し
ず
つ
出
始
め
、
こ

う
し
た
か
か
わ
り
か
ら
医
師
や
看
護
師
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
り
、
お

互
い
に
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
き
た
。

　

会
員
の
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
自
主

的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
昨
年
12
月
、
広
島

県
い
き
い
き
地
域
づ
く
り
賞
を
受
賞
。
地

域
医
療
を
守
ろ
う
と
活
動
す
る
市
民
グ

ル
ー
プ
は
県
内
に
は
他
に
な
い
こ
と
か

ら
、
医
療
関
係
者

か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。
地
域

医
療
を
守
っ
て
い

く
取
り
組
み
モ
デ

ル
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
も

期
待
が
寄
せ
ら
れ

る
。

一
次
救
急
に
対
応
す
る　
　
　
　
　

休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
を
運
用

　

庄
原
赤
十
字
病
院
北
側
に
休
日
の
急
病

患
者
に
対
応
す
る
「
庄
原
市
休
日
診
療
セ

ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
昨
年
４
月
７
日

か
ら
診
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
は
休
日
に
お
け
る

一
次
救
急
（
入
院
を
必
要
と
し
な
い
程
度

の
救
急
）医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
、

庄
原
市
医
師
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
医
師
が

診
療
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
制
度

　

市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
医
師
、
看
護

師
、
助
産
師
と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る

方
に
対
し
、
修
学
な
ど
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
る
制
度
。

　

資
格
取
得
後
、
市
内
の
医
療
機
関
な
ど

に
医
療
従
事
者
と
し
て
一
定
期
間
勤
務
す

れ
ば
、
奨
学
金
の
全
額
か
一
部
が
免
除
さ

れ
、
返
還
の
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
奨
学
金
の
平
成
26
年
度
奨
学

生
を
募
集
中
で
す
。
こ
の
制
度
に
関
す
る

詳
細
は
、
保
健
医
療
課
医
療
予
防
係
（
☎

０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
５
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
い し は ら

原　蓮
れ ん

 さん

庄原の小児医療を考える
ひだまりの会　代表
八谷るり子さん（左）

森岡　早苗さん（右）

庄原市医師会

毛
も う り

利 昭
あ き お

生 会長
（毛利内科胃腸科医院　院長）

魅力ある制度
やりがいある仕事に就けた

一人一人の心掛けが
地域医療を守ることにつながります

22 歳。三次市三良坂町出身。
昨年４月から庄原赤十字病
院に勤務。

看護師

庄原市休日診療センター
　庄原市の奨学金制度は、入学した三
次看護専門学校で知りました。親に負
担をかけたくないという思いがあった
ので、庄原市内の病院に勤めれば免除
になるというのも魅力で、利用させて
いただきました。この仕事は奥が深く、
難しい場面も多く感じますが、とても
やりがいを感じています。早く一人前
の看護師になれるよう頑張ります。

２．市内への就職状況（Ｈ 25.4 現在）	

区　分 Ｈ 23 年 Ｈ 24 年 Ｈ 25 年 計

医師 0 0 0 0
看護師 2 7 12 21
助産師 0 1 0 1

計 2 8 12 22
※４月採用

●庄原市医療従事者育成奨学生の内訳【平成 22 年度～ 25 年度実績】	
			 
１．医療従事者育成奨学金貸付決定者の状況（Ｈ 25.6 現在）

職種別 医師 看護師 准
看護師 助産師 合計

H22 決定分 2 16 1 0 19
H23 決定分 1 23 3 1 28
H24 決定分 1 15 1 0 17
H25 決定分 2 12 0 0 14

合　計 6 66 5 1 78
※うち看護師の辞退者８人

　賞をいただいたことで、私たち
の活動がより多くの方に知ってい
ただく機会をいただいたのだと
思っています。当初は手探りの中
での活動でしたが、皆さんから声
をかけていただくことも増え、活
動の幅も広がりました。メンバー
全員が子育てしながらの活動のた
め、時間が取れないことも多くあ
りますが、小児科を庄原からなく
さないために、微力ですが、自分
たちのできる範囲で活動を続けて
いきたいと思っています。

　休日診療センター設置の目的は、庄原地域以外の人
が当日診療する医療機関がどこにあるか分からないと
いう声があることから、休日に診療する場所を一つに
して分かりやすくすること。そして、庄原赤十字病院
の勤務医師の負担を減らすことにありました。
　センター設置前は、庄原赤十字病院を受診する軽症
患者の増加によって、本来担う二次救急医療に支障を
来し、急患の治療が遅れる懸念が高まっていました。
　開始から 10 カ月が経過し、一次救急医療と二次救急
医療を区分けした成果が出始めています。実際に庄原
赤十字病院を受診する軽症患者が確実に減っています。
医師会も庄原市の地域医療を考える会として、医師の
負担軽減や受診の仕方などを皆さんに呼びかけてきま
したが、市民の皆さんの受診する際の心がけが地域医
療を守ることにつながっていきます。まずは休日診療
センターで受診してください。

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 6 7｜２０１４．２月号｜広報しょうばら



特集

木
山 

耕
三　
市
長

続・地域医療を守る

　庄原市・三次市・神石高原町と、へき地医療拠
点病院（市立三次中央病院・庄原赤十字病院・神
石高原町立病院）でつくる広島県北部地域移動診
療車運行協議会は、医師のいない地区で通院する
ことが難しい住民の受診機会を確保することを目
的にした『へき地医療拠点病院による移動診療車』
の運行を、平成 24年７月からスタートさせた。

活躍する移動診療車
へき地医療の最前線

中
四
国
初
の
事
業

　　

移
動
診
療
車
を
患
者
の
居
宅
近
く
ま
で

巡
回
し
、
定
期
的
な
診
断
や
治
療
を
行
う

と
い
う
こ
の
事
業
は
、
中
国
・
四
国
地
方

で
は
初
め
て
の
事
業
で
、
地
域
医
療
の
確

保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

移
動
診
療
車
に
は
、
超
音
波
画
像
診
断

装
置
や
心
電
計
、
自
動
血
液
分
析
装
置
な

ど
の
医
療
機
器
を
搭
載
し
、
診
療
台
や
車

い
す
用
リ
フ
ト
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
高
輝
度
照
明
な

ど
を
装
着
。
庄
原
赤
十
字
病
院
の
医
師
・

看
護
師
・
薬
剤
師
・
検
査
技
師
・
事
務
職

員
の
計
６
人
体
制
で
運
行
し
て
い
る
。

　

診
療
に
は
広
島
大
学
病
院
の
研
修
医
も

同
行
し
経
験
を
積
ま
せ
る
な
ど
、
へ
き
地

医
療
を
担
う
医
師
の
育
成
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

自
治
振
興
区
も
運
営
に
協
力

　

移
動
診
療
車
は
現
在
、
毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
に
運
行
さ
れ
、
市
内
で
は
東
城
町

帝
釈
地
区
の
８
カ
所
を
巡
回
す
る
。
診
療

は
午
前
と
午
後
に
１
カ
所
ず
つ
、
一
日
２

カ
所
で
行
い
、
隔
週
で
同
じ
曜
日
、
同
じ

時
間
に
行
っ
て
い
る
。
帝
釈
自
治
振
興
区

が
地
区
全
戸
に
運
行
日
程
表
を
配
布
し
て

い
る
の
で
、
利
用
者
は
そ
の
表
を
確
認
し

て
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
予
約
な
し

で
も
診
療
は
受
け
ら
れ
、
地
区
の
方
以
外

の
方
も
受
診
が
可
能
。

継
続
的
な
医
師
の
確
保
に
取
り
組
む

　
「
庄
原
市
の
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く

の
は
私
た
ち
の
責
務
」。
庄
原
赤
十
字
病

院
で
30
年
、
本
市
の
地
域
医
療
を
担
っ
て

き
た
中
島
浩
一
郎
院
長
は
、
平
成
21
年
の

院
長
就
任
以
来
、
そ
の
思
い
を
よ
り
強
く

し
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
「
庄
原
赤

十
字
病
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何

か
」
を
常
に
考
え
て
き
た
。

　

典
型
的
な
中
山
間
地
で
あ
る
庄
原
市

は
、
医
師
不
足
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
や

す
い
。
多
く
の
病
院
が
あ
る
中
で
、
選
ん

で
も
ら
う
に
は
他
に
は
な
い
魅
力
が
い

る
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、
と
に

か
く
医
師
の
確
保
が
必
要
と
い
う
認
識
の

も
と
、
医
師
が
庄
原
に
来
て
も
ら
い
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
力
点
を
置
く
。

　

も
と
も
と
庄
原
市
は
「
魅
力
が
あ
る
場

所
」
だ
と
中
島
院
長
は
言
う
。「
庄
原
に

一
度
足
を
運
ん
で
く
れ
る
と
、
自
然
や
病

院
を
気
に
入
っ
て
く
れ
る
方
が
多
い
。
何

よ
り
人
の
良
さ
に
ひ
か
れ
て
庄
原
を
選
ん

で
く
れ
た
医
師
が
何
人
も
い
る
」。
そ
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
、
庄
原
に
来

て
も
ら
い
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
し
か
な
い

と
、
地
域
医
療
に
興
味
を
持
つ
医
学
生
や

研
修
医
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
救
急
・
高
度
医
療
を
提
供
し　
　
　

市
民
の
期
待
に
応
え
る

　

若
い
医
師
が
病
院
選
び
の
条
件
と
し
て

あ
げ
る
“
高
い
レ
ベ
ル
の
医
療
”
の
提
供

に
も
力
を
入
れ
る
。
常
勤
の
麻
酔
科
医
が

増
え
た
こ
と
で
、
多
く
の
手
術
が
可
能
に

な
っ
た
。心
臓
の
手
術
や
肝
臓
移
植
な
ど
、

専
門
病
院
に
依
頼
す
る
よ
う
な
特
殊
な
も

の
以
外
は
、
大
学
病
院
な
ど
都
市
部
の
病

院
と
同
等
の
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
は
市
民
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
る
部
分
で
も
あ
り
、
よ
り
よ
い
医
療
を

近
く
で
受
け
た
い
と
い
う
願
い
を
叶
え
る

部
分
で
も
あ
る
。「
遠
く
の
病
院
で
手
術

す
る
と
、
距
離
的
な
面
や
金
銭
面
で
負
担

が
多
く
か
か
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
通
う
家

族
の
方
に
は
よ
り
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

そ
う
し
た
負
担
が
少
し
で
も
減
る
当
院
で

手
術
を
」
と
勧
め
る
。

　

患
者
に
寄
り
添
う
姿
は
、
救
急
医
療
へ

の
対
応
に
も
表
れ
る
。
庄
原
赤
十
字
病
院

で
は
可
能
な
限
り
救
急
車
を
断
ら
な
い
。

こ
こ
が
断
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
市
内
で
は

ど
こ
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な

い
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と
は
病
院
に
対
す
る

信
頼
に
も
直
結
す
る
。「
市
民
に
信
頼
さ

れ
な
け
れ
ば
病
院
の
存
在
意
義
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
期
待
に
で
き
る
だ
け
応
え

ら
れ
る
病
院
、
医
師
か
ら
も
市
民
か
ら
も

選
ば
れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
」。

き
る
と
い
う
医
師
確
保
の
観
点
と
、
何
よ

り
市
民
の
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
市
は
庄
原
赤
十
字
病
院
の
増
改

築
に
対
す
る
財
政
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
産
科
医
療

の
再
開
も
、
院
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
長

年
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
再
開
ま
で
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
一
日
も

早
い
再
開
に
向
け
て
、
引
き
続
き
協
力
と

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
記
事
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、

庄
原
赤
十
字
病
院
は
実
に
多
く
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
慢
性
的
な
医
師
不
足
と

身
近
な
診
療
所
医
師
の
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
で
、
一
般
診
療
所
の
側
面
を
持
ち
な

が
ら
、
高
度
医
療
や
救
急
医
療
に
も
対
応

す
る
庄
原
赤
十
字
病
院
は
、
正
に
“
本
市

地
域
医
療
の
砦
”
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
た
め
、

病
院
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、
都
市

部
で
勤
務
す
る
医
師
に
も
ア
ピ
ー
ル
が
で

　

以
前
は
当
た
り
前
に
存
在
し
た
も
の
や

当
た
り
前
に
で
き
た
こ
と
が
、
時
代
や
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
当
た
り
前
で
な
く

な
っ
た
り
、
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
医
療
の
面
に
も
表
れ
て
お

り
、こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
と
、

地
域
医
療
も
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
危
機
感
か
ら
、
医
師
会
、
庄
原
赤

十
字
病
院
、
市
で
「
地
域
医
療
を
考
え
る

会
」
を
組
織
し
、
地
域
医
療
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

６
カ
月
で
６
６
５
人
が
利
用　
　
　

待
ち
合
い
が
住
民
の
集
う
場
所
に

　　

こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
は
平
成
24
年
７

月
～
平
成
25
年
12
月
ま
で
で
延
べ
６
６
５

人
。
一
日
平
均
約
６
人
の
利
用
が
あ
り
、

日
に
よ
っ
て
は
受
診
者
が
い
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
だ
。

　

10
月
か
ら
利
用
し
て
い
る
と
い
う
一
人

暮
ら
し
の
80
歳
の
女
性
は
「
病
院
で
診
て

も
ら
お
う
と
す
る
と
、
移
動
と
待
ち
時
間

な
ど
で
１
日
か
か
っ
て
し
ま
う
。だ
け
ど
、

移
動
診
療
車
は
す
ぐ
に
診
て
も
ら
え
て
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
移
動
診
療
車
が
運
行
さ
れ
る
こ

と
で
、
待
ち
合
い
と
し
て
利
用
さ
れ
る
集

会
所
が
地
域
住
民
の
集
い
の
場
所
に
な

り
、
住
民
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て

い
る
。

江
え と う

藤 昌
し ょ う へ い

平 さん

将来は総合医として
地域医療に携わりたい

私たちには
地域医療を
守る責任がある

皆さんの暮らしの安心
いちばんづくりに
全力で取り組みます

27 歳。広島大学病院
内科部地域医療研修医。
福岡県出身。

　私は学生のときに一週間庄原に研修に来たこと
があり、そのときに感じた皆さんの温かさが印象
に残っていて、再度庄原赤十字病院を研修先に選
びました。私の実家も庄原のような田舎で地域医
療にはとても関心があります。そのために、実際
に地域に出て多くの情報を得ること、地域医療を
取り巻く環境を知ることは大きいです。将来、患
者さんを１人で全て診療できる総合医となり、地
域医療にも携わりたいと思っています。

田辺正子さん（左）

田辺洋子さん（右）

（ともに東城町帝釈宇山）

　近くに来ていただけるということで検
査をお願いしました。自分の健康状態が
分かるいいきっかけになりました。健診
の受け方や健康管理の話などもでき、必
要であれば庄原赤十字病院の専門の先生
を予約してもらえるので、わざわざ時間
をかけて病院に行く必要がなく助かって
います。（正子さん）
　以前は三次市内の病院にかかっていま
したが、この地域に月に２回来ていただ
け、すぐに診てもらえるのでとても便利
です。時間もたっぷりあり先生と色々な
話ができて、私にはぜいたくな時間で、
ありがたいという気持ちです。今後も利
用させていただきます。（洋子さん）

●利用者インタビュー

中
な か し ま こ う い ち ろ う

島浩一郎　院長
昭和 30 年生まれ。山口県出身。
広島大学卒業。庄原赤十字病院
在職 30 年。平成 21 年１月１
日から現職。

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 8 9｜２０１４．２月号｜広報しょうばら


